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第１章 プログラム全体概要 
１．全体概要 
 
 入力支援 
 MICRO-PEAK用データ作成 

       ↓             ↓ 
 

              ↓ 
 技術者協会の 
 MICRO-PEAK/2000が 
 別途必要 

              ↓ 

 出力支援 
 スペースデータを集計 

              ↓ 
 
 

              ↓ 
 
 

 
 建築設備技術者協会から発売の Windows 版 MICRO-PEAK/2000 プログラムに対応したプログラムで
す。 
 MICRO-PEAK/2000用データを効率的に作成し、直ちに負荷計算を行うことができます。 
 MICRO-PEAK/2000 はスペースデータの計算しか行えないこと、外気負荷に全熱交換器の効率を含ま
ないことなどから、セントラル空調の為の系統集計や熱源機器選定用の負荷集計は、あらためて別プログ
ラムで行うことが必要でしたが、本プログラムでは、MICRO-PEAK/2000 で計算した計算結果データを
読み込み、下記の計算を行います。 
 

１）全熱交換器効率を考慮した負荷計算 
２）室負荷計算値とグラフ表示 
３）空調機系統の集計計算とグラフ表示 
４）熱源系統の集計計算とグラフ表示 
５）計算値のファイルの出力 
６）機器選定用ファイルの出力 

 
・本プログラムには、建築設備技術者協会より発売されている、MICRO-PEAK/2000が必要です。 
・負荷計算のルーチンには、MICRO-PEAK/2000を使用します。 
・本プログラムで作成したデータは引き続き、省エネルギー・シミュレーションソフト（空調）で年間 
負荷のデータとして利用できます。 

 
 

入力データの新規作成 MICRO-PEAK/2000のデータ修正 
MICRO-PEAK/1987のデータ修正 

MICRO-PEAK／2000用入力データを作成 

建築設備技術者協会から発売の 
Windows版MICRO-PEAK/2000プログラムで計算 
スペースデータ計算結果ファイルを出力 

・室名称、計算条件入力 
・系統集計データ入力 
・熱源集計データ入力 

・系統集計計算 
・熱源集計計算 

・グラフ表示 
・機器選定用ファイルを出力 
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２．各種ファイルについて 
 
2-0. プログラムインストール （¥Tdc_w¥Mpk_Fk2） 

指定したドライブに以下のフォルダーが作成されます。 
X:¥Tdc_w¥Mpk_Fk2 

|－¥Project 
|－¥Masdt 
|－¥Work 

 
2-1. プログラム （¥Tdc_w¥Mpk_Fk2） 

Mpk_Fk2 .exe MICRO-PEAK入出力支援プログラムファイル 
Fileset .dat ランダムファイル管理ファイル 
St6unst .log アンインストール用ログファイル 

 
2-2. 物件データ （¥Tdc_w¥Mpk_Fk2¥Project） 

******** .tdf 当ソフトによる入力データ保存ファイル 
 
2-3. マスターデータ （¥Tdc_w¥Mpk_Fk2¥Masdt） 

M_mpk_1 .dt 外壁・内壁データ 
M_mpk_2 .dt 非空調室温度データ 
M_mpk_3 .dt 日スケジュールデータ 
M_mpk_4 .dt 年スケジュールデータ 
M_mpk_5 .dt 運転条件データ 
M_mpk_6 .dt 室内設計条件データ 
Ngm_C1 .dt 工事種類・建築構造データ 
Wd_** .dt（01→25） 地域気象データ 

 
2-4. 作業ファイル （¥Tdc_w¥Mpk_Fk2¥Work） 

Ctrl .dt 作業中の各種変数 
Ctrl_Kpr .dt 作業中の各種変数 
Ctrl_Mnu .dt 作業中の各種変数 
 
Drvset .dt ドライブ環境設定 
Prtset .dt 印刷環境設定 
Grp_Ctrl .dt グラフ表示作業用 
Kaisha .dt 表紙出力設定 
Kpr_* .dt 印刷項目の設定 
Mpk_Pg .dt MPK-2000プログラムフォルダー  ー
Mpk_Data.dt MPK-2000ファイルフォルダー 
Ptp* .dt メニュー選択ファイル 
Start .dt 物件データファイルのフォルダー 
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第２章 起動・保存の動作説明 
１．起動メニュー 
 スタートメニューから『ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ』、『TDC 技術計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ』、『ﾏｲｸﾛﾋﾟｰｸ入出力支援』を選択していく
ことにより起動させることができます。 
 
 本プログラムには、建築設備技術者協会より
発売されている、MICRO-PEAK/2000 が必要
です。 
 まず最初に MICRO-PEAK/2000 プログラム
のフォルダの設定を行ってください。 
 フォルダーの設定を行っていない場合は確
認のメッセージ（図 2-1）が出ます。 
 
 
 
 
 
《MICRO-PEAK/2000プログラムフォルダの設定》 
 
［0. MICRO-PEAK/2000 フォルダの設
定］（図 2-2）で“ﾄﾞﾗｲﾌﾞ/ﾌｫﾙﾀﾞ検索”から
MICRO-PEAK/2000 プログラムのフォル
ダ の 設 定 を 行 い ま す 。 Hasp2.exe 、
Menu.exe、Mp000.exe があるフォルダを
設定してください。 
 

 
 
 

図 2  - 1 

図 2  - 2 
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 フォルダの設定が終了すると［起動メニュー］
（図 2-3）が表示されます（すでにプログラム
フォルダの設定が終了していれば、起動すると
すぐに表示されます）。 

MICRO-PEAK入出力支援プログラムは 
 『データ入出力』 
 『マスターデータメンテナンス』 
 『システムユーティリティ』 
 『終了』 
からなっています。 
 
 
 
 
《入力操作》 

・「データ入力」 ･･････････････････････ データ入力を行うとき 
・「マスターデータメンテナンス」････････ マスターデータ入力を行うとき 
・「システムユーティリィティー」････････ 使用ドライブの変更または確認、印刷環境の変更また

は確認の場合 
・「終了」････････････････････････････ MICRO-PEAK入出力支援プログラムを終了する場合 

 
 
『前回の物件データを開く』はデータ入力が既に行われている場合に表示されます。 
 開くをクリックすると途中の画面をショートカットして［入出力メニュー］（図 2-7）に行くことができ
ます。 

 
 
 
《異常終了時の対処方法》 

 エラー等でプログラムが異常終了した場合は『前回の物件データを開く』をクリックします。入力
画面で『OK』ボタンで終了していれば入力値は保存されています。 

 
 

図 2  - 3 
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２．物件データの読み込み 
［起動メニュー］で『データ入出力』を選択すると［物件データの読込み］（図2-4）が表示されます。 
［物件データの読み込み］は 
  『新規作成』 
  『更新』 
  『MICRO-PEAK/2000 ﾃ゙ ﾀーを読む』 
  『MICRO-PEAK/1987 ﾃ゙ ﾀーを読む』 
 からなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
1） 新規にデータを入力の場合『新規に入力』を選択します。 
・新規作成された場合標準入力モードとなり効率的な入力方法が利用できます。 

 
2） 更新する場合は『開く（更新）』を選択し

ます。 
 
以前保存したファイルを開きます。 
 
『開く（更新）』をクリック 
 ↓ 
〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
〈フォルダリスト〉でフォルダを選択 
 ↓ 
〈ファイルリスト〉でファイルを選択 
 ↓ 
『開く』が表示されますので、これをクリックします。 

 
 正しいファイルでない場合は確認メッセージが出力されますので、再度ファイルの選択をしてくだ
さい。 
 データの読み込みを中止する場合は『キャンセル』をクリックします。 

図 2  - 4 

図 2  - 5 
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3）既存MICRO-PEAKデータを読み込む場合は 
『MICRO-PEAK/2000 ﾃ゙ ﾀーを読む』または『MICRO-PEAK/1987 ﾃ゙ ﾀーを読む』を選択します。 

 
以前に作成保存したMICRO-PEAK入力ファイルを開きます。 
 
『MICRO-PEAK ﾃ゙ ﾀーを読む』をクリック 
 ↓ 
〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
〈フォルダリスト〉でフォルダを選択 
 ↓ 
〈ファイルリスト〉でファイルを選択 
 ↓ 
『開く』が表示されますので、これをクリックします。 

 
 正しいファイルでない場合は確認メッセージが出力されますので、再度ファイルの選択をしてくだ
さい。データの読み込みを中止する場合は『キャンセル』をクリックします。 
 
 既存データをもとに新規作成された場合は標準フォームモード入力となり、エディタ的な入力方法
となります。 

 
《MICRO-PEAK/1987データのMICRO-PEAK/2000データへの変換内容について》 
｛１｝数値変換 

  
 固定小数点を浮動小数点 kcal/hをW kcal/m3ﾟCをkJ/m3K 

  
BUIL 計算精度 ○ 
BUIL ブラインド基準日射量  ○ 
BUIL 地物反射率 ○ 
OPCO冷房条件DB ○ 
OPCO暖房条件DB ○ 
OPCO中間期条件DB ○ 
EXPS 傾斜角 ○ 
EXPS 方位角 ○ 
SPAC床面積 ○ 
SPAC天井高 ○ 
SPAC外気量 m3/h 人 ○ 
LIGH照明（W/m2） ○ 
LIGH照明（kW） ○ 
HUMA（人/m2） ○ 
EQUI SH（W）  ○ 
EQUI LH（W）  ○ 
INFI隙間長さor 空白 ○ 
INFIサッシ定数or 換気回数 ○ 
FUCO熱容量   ○ 
FUCO面積 ○ 
OSWL 面積 ○ 
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OSWL 吸収率 ○ 
OSWL 放射率 ○ 
ISWL面積 ○ 
GSWD面積 ○ 
GSWD放射率 ○ 

  
 
｛２｝入力制限に対するメッセージ 

  
MATR 材料データ読み込みができません。MICRO-PEAK/2000 プログラムで直接内容を変更し

ます。 
GLAS ガラスデータは読み込みができません。MICRO-PEAK/2000 プログラムで直接内容を変

更します。 
OSWL 外壁データは５個以内の読み込みしかできません 
ISWL 内壁データは５個以内の読み込みしかできません 
GSWD ガラスデータは4個以内の読み込みしかできません 
FUCO 家具容量データは1行のみの読み込みしかできません 

  
 MICRO-PEAK/2000のデータファァイルはMICRO-PEAK/1987で使用できません。 

 
３．データ保存 
［入出力メニュー］（図2-7）で『終了（戻る）』をクリックすると、［データの保存］（図2-6）が表示さ
れます。 
 
1） 名前を付けて保存 
 現在入力中のデータに名前を付けて保存
します。 

 
『名前を付けて保存』をクリック 
 ↓ 
〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
〈フォルダリスト〉でフォルダを選択 
 ↓ 
〈ファイルリスト〉でファイルを参照 
 ↓ 
「ファイル名称」でフルパスで名称を入
力します。 
 ↓ 
『保存』 をクリック 

 
新規作成時のデフォルト名称は、入力の日付が3月15日であれば“¥Mpk_0315.tdf”となります。 

 
 
2） 上書き保存 
『上書き保存』をクリックすると、開いたファイルをそのままの名称で同じフォルダに保存します。 

 

図 2  - 6 
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４．入出力メニュー 
［物件データの読み込み］で『新規作成』を
選択、または『開く（更新）』で更新したいフ
ァイルを選択して『開く』ボタンをクリック
すると［入出力メニュー］（図 2-7）が表示さ
れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［A1, 2. データ入力について］入力支援 
・ 新規作成された場合標準入力モードとなり効率的な入力方法が利用できます。 
・ 既存データをもとに新規作成された場合は標準フォームモード入力となりエディタ的な入力方法と
なります。 

  
［A3. 計算について］ 
・ MICRO-PEAK/2000（建築設備技術者協会発売）のプログラムで計算を行います。 

 
［B1. 結果の集計について］出力支援 
・ MICRO-PEAK/2000の計算結果ファイルを利用してスペースデータを系統集計します。 
・ 集計データはグラフ表示・外部ファイル出力等を行います。 
出力ファイルは機器選定等に利用できます。 

 
 
 ☆印は入力終了確認のマークです。☆があるのを確認して計算結果の画面表示と印刷出力を行ってく
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2  - 7 
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第3章 A1．データ入力1＿標準入力 
［入出力メニュー］の“<入出力項目名称”で
『A1．データ入力 1＿標準入力』を選択すると
［<A1．データ入力 1＿標準入力］（図 3-1）が表
示されます。 
 
 
 新規作成された場合標準入力モードとなり効率
的な入力方法が利用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
１．JOB名称・気象データ入力 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 1＿
標準入力”で『1.1 ジョブ名称・地域その他』
を選択すると［1.1 JOB 名称・気象データ入
力］（図3-2）が表示されます。 
 
BUILの入力を行います。 
新規作成時のデフォルト設定は  

計算精度 .................................. 0.1% 
地域 ..........................................〈16〉東京 
気象データTAC設定 ......... TAC10% 
ブラインド開閉日射量 ........ 233W/m2 
地物反射率 ............................. 0.1 

となります。 
 隙間風の入力方法は軒高の入力によって決
まります。 
・クラック法の場合は軒高＞0を入力 
・換気回数法の場合は軒高＝0を入力 

 
 

図 3  - 1 

図 3  - 2 
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２．建築材料・ガラスの表示 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 1＿
標準入力”で『1.2 建築材料・ガラス』を選択
すると［<<1.2 建築材料・ガラス］（図 3-3）
が表示されます。 
 
 MICRO-PEAK/ 2000 の材料データファイ
ルMDATA0.Datの内容を表示します。 
 MICRO-PEAK/2000 プログラムのフォルダ
の設定が終了していなければこの画面に入る
ことができません。 
 
 
 
 
 
2.1 建築材料 
［入出力メニュー］の“<<1.2 建築材料・
ガラス”で『（1）建築材料』を選択すると
［2.1 材料データ］（図 3-4）が表示されま
す。 
 
 材料名称、熱伝導率、熱容量の表示を行
います。 
 データの変更はマスターデータメンテナ
ンスの“8. 建築材料”で行います。 
 
 
 
 
 
 

 
 
2.2 ガラス 
［入出力メニュー］の“<<1.2 建築材料・
ガラス”で『（1）ガラス』を選択すると
［2.1 材料データ］（図 3-4）が表示されま
す。 
 
 ガラス名称、SCR、SCC、熱貫流抵抗の
表示を行います。 
 データの変更はマスターデータメンテナ
ンスの“9. ガラス”で行います。 
 

図 3  - 3 

図 3  - 4 

図 3  - 5 
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３．共通条件 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 1＿
標準入力”で『1.3 共通条件』を選択すると
［<<1.3 共通条件］（図 3-6）が表示されま
す。 
 
（1）方位 
（2）庇 
（3）外壁・内壁等 
（4）隣室温度 
（5） 階高・天井高 
の入力を行います。 
 
 
 
 
 
3.1 方位 
［入出力メニュー］の“<<1.3 共通条件”
で『（1）方位』を選択すると［1.3.1 方位］
（図3-7）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
EXPSの入力を行います。 
標準18方位以外の場合に入力します 
標準方位は以下の方位です。 
 S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 
 NNE NE ENE E ESE SE SSE H P 
 
標準入力では指標名称の入力は不要です。 
プログラムで名称の管理を行います。 
 
 

 

図 3  - 6 

図 3  - 7 
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3.2 庇 
［入出力メニュー］の“<<1.3 共通条件”
で『（2）庇』を選択すると［1.3.2 庇条件］
（図3-8）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
EXPSの入力を行います。 
入力の単位はmが基本ですが、ファイル出力値は入力値よって調整されます。 
入力最大値は999です。 
99.9m以下の場合は10cm単位で出力それ以上の場合はm単位で出力します。 
 
標準入力では指標名称の入力は不要です。プログラムで名称の管理を行います。 
 
 

 
3.3 外壁・内壁等 
［入出力メニュー］の“<<1.3 共通条件”
で『（3）外壁・内壁』を選択すると［1.3.3  
外壁・内壁部材データ］（図 3-9）が表示さ
れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
OTWM、INWMの入力を行います。 
・ 外壁の場合は室内の仕上げ材から外装仕上げ材の順に入力 
・ 内壁の場合は室内の仕上げ材から隣室の順に入力 
・ 床の場合は床の仕上げ材から下階の天井材の順に入力 
・ 天井の場合は天井の仕上げ材から上階床材の順に入力 
・ 外界の影響を受けにくい地中壁や土間床の場合はスペースデータの家具・異形材の項目で入力 
・ 空気層91、92の場合は材料番号のみの入力 
・ 仕上げ材料途中に空白部分が有ってもOKです 
標準入力では指標名称の入力は不要です。プログラムで名称の管理を行います。 

図 3  - 8 

図 3  - 9 
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3.4隣室温度 
［入出力メニュー］の“<<1.3 共通条件”
で『（4）隣室温度』を選択すると［1.3.4  
隣室温度］（図3-10）が表示されます。 
 
 
 
〈温度計算式〉 
隣室温が自室温と等温の場合： a＝0 
隣室温が外気温と自室温との 

中間の場合： 0＜a＜100 
隣室温が外気温と自室温との 

中央値の場合： a＝50 
隣室温が外気温度と等しい場合： a＝100 
隣室温がt℃で一定の場合： a＝200＋t 
とします。 

 
 
 
3.5 階高・天井高 
［入出力メニュー］の“<<1.3 共通条件”
で『（5）階高・天井高』を選択すると
［1.3.5 階高・天井高入力］（図 3-11）が表
示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
・ スペース入力画面でも直接入力ができま
す。 

・ 一行に１フロア分を登録する際は、
「From 階」と「To 階」に同じ数字を入
力してください。 

 
（例）１階の階高3.5m、天井高2.7m、２階の階高3.1m、天井高2.6mの場合 
 

 No. From階 To階 階高（m） 標準天井高（m） 
  
（1） 1 1 3.5 2.7 
  
（2） 2 2 3.1 2.6 
  

 
 

図 3  - 10 

図 3  - 11 
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４．スケジュール・運転条件 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 1＿
標準入力”で『1.4 スケジュール・運転条件』
を選択すると［<<1.4 スケジュール・運転条
件］（図3-12）が表示されます。 
 
 
（1）日スケジュール 
（2）年スケジュール 
（3）運転条件   
 を入力します。 
 
 
 
 
 
4.1 日スケジュール 
［入出力メニュー］の“<<1.4 スケジュー
ル・運転条件”で『（1）日スケジュール』
を選択すると［1.4.1 日スケジュール］（図
3-13）が表示されます。 
 
 
SCHEの入力を行います。 
 
・ 人員、照明、機器のスケジュールを入力
します。 

 
9:00-11:00   100%  
12:00        50%  
13:00-17:00  100% 
の場合の入力は 
    
 時刻1／比率1 時刻2／ 比率2 時刻3／比率3 時刻4／比率3 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 9 12 13 17  
 100 50 100  
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
標準入力では指標名称の入力は不要です。プログラムで名称の管理を行います。 
 
 

図 3  - 12 

図 3  - 13 
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4.2 年スケジュール 
［入出力メニュー］の“<<1.4 スケジュー
ル・運転条件”で『（2）年スケジュール』
を選択すると［1.4.2 年スケジュール］（図
3-14）が表示されます。 
 
 
YSCHの入力を行います。 
月によって、日スケジュールが異なる場合
は日スケジュールを使って年スケジュール
を作成します。 
 
 
 
標準入力では指標名称の入力は不要です。プログラムで名称の管理を行います。 
 
 
 

4.3 運転条件 
［入出力メニュー］の“<<1.4 スケジュー
ル・運転条件”で『（3）運転条件』を選択
すると［1.4.3 運転条件］（図 3-15）が表示
されます。 
 
 
OPCOの入力を行います。 
デフォルト値は 
室使用開始 ９時 
使用終了 １８時 
運転終了 １８時 
冷房開始 ９時 
予冷終了 ９時 
暖房開始 ８時 
予熱終了 ９時 
中間期開始 ９時 
冷房条件 26℃50% 
暖房条件 22℃40% 
中間期条件 24℃45% 
年間条件 1月暖房 2月暖房 3月暖房 4月中間期 5月中間期 6月冷房 
年間条件 7月冷房 8月冷房 9月冷房 10月中間期 11月中間期 12月暖房 

 
標準入力では指標名称の入力は不要です。プログラムで名称の管理を行います。 

 
 
 

図 3  - 14 

図 3  - 15 
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５．室内設計条件 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 1＿
標準入力”で『1.5 室内設計条件』を選択する
と［1.5 室内設計条件］（図 3-16）が表示され
ます。 
 
 
 室内条件をまとめてタイプ別に室内設計条
件を作成します。 
 スペース入力時にタイプを選択すればこ
れらの条件がまとめて入力されます。 
 
 
 

図 3  - 16 
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６．スペース入力 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 1＿
標準入力”で『1.6 スペース入力』を選択する
と［1.6 スペース入力 室選択］（図 3-16）が
表示されます。 
スペースの入力を行います。 
入力したスペースデータの一覧表が表示され
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

《入力操作》 
「新規作成」･･･････『新規作成』ボタンをクリック 
「更新」･･･････････入力する室を選択して『更新』ボタンをクリック 
「削除」･･･････････削除する室を選択して『削除』ボタンをクリック 
「複写」･･･････････複写する室を選択して『複写』ボタンをクリック 

 
 
 
 
6.0 スペースデータ入力 
［1.6 スペースデータ 室選択］で『新規
作成』または『更新』を選択すると［1.6 
スペースデータ入力］（図3-18）が表示され
ます。 
 室データとして以下の 6 項目を入力しま
す。 
（1）スペース名称、室用途 
（2）外壁・窓データ 
（3）内壁データ 
（4）隙間風データ 
（5）照明、人員、機器データ 
（6）家具、異形材、地中壁データ 

 
 
 

図 3  - 17 

図 3  - 18 
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6.1 室名称・室用途 
［1.6 スペースデータ入力］で『1. スペー
ス名称、室用途』を選択すると［1.6.1 スペ
ース名称、室用途］（図3-19）が表示されま
す。 
 
SPACの入力を行います。 
 
室タイプを選択すると室内設計条件の内容
がまとめて入力されます。 
設定値の変更も画面で可能です 
 
所属階を入力すると階高と天井高が自動設
定されます。 
 
 
 

6.2 外壁・窓 
［1.6 スペースデータ入力］で『2. 外壁・
窓データ』を選択すると［1.6.2 外壁・窓デ
ータ］（図3-20）が表示されます。 
 
OSWL、GSWDの入力を行います。 
外壁とガラスを入力する場合はガラス面積
は外壁面積に含めて入力します。 
階高は室名称画面での数値がデフォルト値
として設定されます。 
 
標準入力では指標名称の入力は不要です。
プログラムで名称の管理を行います。 
 
 
 

6.3 内壁 
［1.6 スペースデータ入力］で『3. 内壁デ
ータ』を選択すると［1.6.3 内壁データ］
（図3-21）が表示されます。 
 
ISWLの入力を行います。 
天井高は室名称画面での数値がデフォルト
値として設定されます。 
 
標準入力では指標名称の入力は不要です。
プログラムで名称の管理を行います。 
 

図 3  - 19 

図 3  - 20 

図 3  - 21 
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6.4 隙間風 
［1.6 スペースデータ入力］で『4. 隙間風
データ』を選択すると［1.6.4 隙間風デー
タ］（図3-22）が表示されます。 
 
INFIの入力を行います。 
隙間風の入力方法は JOB 名称入力画面の軒
高の入力で決定されます。 
・クラック法の場合は軒高＞0を入力 
・換気回数法の場合は軒高＝0を入力 
 
標準入力では指標名称の入力は不要です。
プログラムで名称の管理を行います。 
 
 
 

6.5 照明、人員、機器データ 
［1.6 スペースデータ入力］で『5. 照明、
人員、機器データ』を選択すると［1.6.5 照
明、人員、機器データ］（図 3-23）が表示さ
れます。 
 
LIGH、HUMA、EQUI の入力を行いま
す。 
室名称入力画面の室タイプの選択により室
内設計条件の内容がまとめて入力されてい
ます。 
 
標準入力では指標名称の入力は不要です。
プログラムで名称の管理を行います。 
 
 
 

6.6 家具・異形材データ 
［1.6 スペースデータ入力］で『6. 家具、
異形材、地中壁データ』を選択すると
［1.6.6 家具、異形材、地中壁データ］（図
3-24）が表示されます。 
 
FUCOの入力を行います。 
外界の影響を受けにくい地中壁や土間床の
場合も家具・異形材の項目で入力します。 
 

 

図 3  - 22 

図 3  - 23 

図 3  - 24 
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７．MPK/2000ファイル変換・表示 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 1＿
標準入力”で『1.7 MPK/2000ファイル変換・
表示』を選択すると［1.7 MPK/2000ファイル
変換・表示］（図3-25）が表示されます。 
 
 MICRO-PEAK/2000 プログラム用ファイル
を作成します。 
 
 
 
 
 
 
7.1 MPK/2000ファイルに変換   
［入出力メニュー］の“<<1.7 MPK/2000
ファイル変換・表示”で『（1）MPK/2000
ファイル変換』を選択すると［1.7 
MPK/2000 ファイルに変換］（図 3-26）が
表示されます。 
 
 
『名前を付けて保存』 

ファイル名称をつけて保存ボタンを
クリックします。 
同じ名称のファイルが有る場合は確認
のメッセージがでます。 

『上書き保存』 
以前の名称でそのまま保存します。 

 
 
 

7.2 MPK/2000ファイル表示 
［入出力メニュー］の“<<1.7 MPK/2000
ファイル変換・表示”で『（2）MPK/2000
ファイル表示』を選択すると［1.7 
MPK/2000 ファイルに変換］で変換したフ
ァイル内容が表示されます（図3-27）。 
 
 
 

 

図 3  - 25 

図 3  - 26 

図 3  - 27 



- 21 - 

８．印刷 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 1＿
標準入力”で『1.8 印刷』を選択すると［1.8 
印刷］（図3-28）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《印刷手順》 
・ 印刷する項目内容と印刷の有無を設定した後、印刷開始します 
・ 印刷有りでも、印刷項目の設定が無ければ印刷無しとなります。 

 
 
 
 
 
《スペースデータの印刷範囲の設定》 
・ 印刷する室をチェックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 3  - 28 

図 3  - 29 
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第4章 Ａ2．データ入力2＿既存MPK データ入力 
［入出力メニュー］の“<入出力項目名称”で
『A2．データ入力 2＿既存 MPK データ入力』
を選択すると［<A2．データ入力 2＿既存 MPK
データ入力］（図4-1）が表示されます。 
 
 
 既存データをもとに新規作成された場合は標準
フォームモード入力となりエディタ的な入力方法
となります。 
 
 
 
 
 
 
１．JOB名称・気象データ入力 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 2＿
既存MPK データ入力”で『2.1 ジョブ名称・
地域その他』を選択すると［2.1 JOB 名称・
気象データ入力］（図4-2）が表示されます。 
 
BUILの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
隙間風の入力方法は軒高の入力で決定されま
す。 
・クラック法の場合は軒高＞0を入力。 
・換気回数法の場合は軒高＝0を入力。 
 
 
 
 
 

２．方位指標 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 2＿
既存MPK データ入力”で『2.2 方位指標』を
選択すると［<<2.2 方位指標］（図 4-3）が表
示されます。 
 
EXPSの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 

図 4  - 1 

図 4  - 2 

図 4  - 3 
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３．日スケジュール指標 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入
力2＿既存MPKデータ入力”で『2.3 日
スケジュール指標』を選択すると［<<2.3 
日スケジュール指標］（図 4-4）が表示さ
れます。 
 
SCHEの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 

４．年スケジュール指標 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入
力2＿既存MPKデータ入力”で『2.4 年
スケジュール指標』を選択すると［<<2.4 
年スケジュール指標］（図 4-5）が表示さ
れます。 
 
YSCHの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 
 
 
 
 

５．外壁指標 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入
力2＿既存MPKデータ入力”で『2.5 外
壁指標』を選択すると［<<2.5 方外壁指
標］（図4-6）が表示されます。 
 
OTWMの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 

図 4  - 4 

図 4  - 5 

図 4  - 6 
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６．内壁指標 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入
力2＿既存MPKデータ入力”で『2.6 内
壁指標』を選択すると［<<2.6 内壁指標］
（図4-7）が表示されます。 
 
INWMの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 

７．運転指標  
［入出力メニュー］の“<A1．データ入
力2＿既存MPKデータ入力”で『2.7 運
転指標』を選択すると［<<2.2 運転指標］
（図4-8）が表示されます。 
 
OPCOの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 

図 4  - 7 

図 4  - 8 



- 25 - 

8. スペース入力 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入
力2＿既存MPKデータ入力”で『2.8 ス
ペース』を選択すると［<<2.8 スペース
入力 室選択］（図 4-9）が表示されま
す。 
 
 
入力したスペースデータの一覧表が表示
されます。 
 
 
 
 
 
《メニュー操作》 
・「新規作成」 ･･････『新規作成』ボタンをクリック 
・「更新」 ････････入力する室を選択して『更新』ボタンをクリック 
・「削除」 ････････削除する室を選択して『削除』ボタンをクリック 
・「複写」 ････････複写する室を選択して『複写』ボタンをクリック 

 
 
 
 
 
8.0スペースデータ入力 
［2.8 スペース入力 室選択］で『新規作
成』または『更新』を選択すると［2.8 ス
ペースデータ入力］（図4-10）が表示されま
す。 
室データの入力として以下の 7 項目を入力
します。 
（1）スペース名称、運転条件 
（2）外壁データ 
（3）内壁データ 
（4）窓データ 
（5）隙間風データ 
（6）照明、人員、機器データ 
（7）家具熱容量データ 
 
 
 

図 4  - 9 

図 4  - 10 
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8.1 スペース名称、運転条件 
［2.8 スペースデータ入力］で『1. スペー
ス名称、運転条件』を選択すると［1. スペ
ース名称、運転条件］（図 4-11）が表示され
ます。 
 
 
SPACの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 
 

 
 
8.2 外壁データ 
［2.8 スペースデータ入力］で『2. 外壁デ
ータ』を選択すると［2. 外壁データ入力］
（図4-12）が表示されます。 
 
 
OSWLの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 
 

 
 
 
 
 
8.3 内壁データ 
［2.8 スペースデータ入力］で『3. 内壁デ
ータ』を選択すると［3. 内壁データ入力］
（図4-13）が表示されます。 
 
 
ISWLの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 

図 4  - 11 

図 4  - 13 

図 4  - 12 
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8.4 窓データ 
［2.8 スペースデータ入力］で『4. 窓デー
タ』を選択すると［4. 窓データ入力］（図
4-14）が表示されます。 
 
 
GSWLの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.5 隙間風データ 
［2.8 スペースデータ入力］で『5. 隙間風
データ』を選択すると［5. 隙間風データ入
力］（図4-15）が表示されます。 
 
 
INFIの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 

 
 
 
 
 
 
8.6 照明、人員、機器発熱データ 
［2.8 スペースデータ入力］で『6. 照明、
人員、機器データ』を選択すると［6. 照
明、人員、機器データ入力］（図4-16）が表
示されます。 
 
 
LIGH、HUMA、EQUI の表示を行いま
す。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 

図 4  - 14 

図 4  - 15 

図 4  - 16 
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8.7 家具・異形材データ 
［2.8 スペースデータ入力］で『7. 家具、
熱容量データ』を選択すると［7. 家具、熱
容量データ入力］（図 4-17）が表示されま
す。 
 
 
FUCOの表示を行います。 
内容の追加修正を行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
９．MPK/2000ファイルに変換・表示 
［入出力メニュー］の“<A1．データ入力 2＿
既存MPKデータ入力”で『2.9 MPK/2000 フ
ァイル変換・表示』を選択すると［<<2.9 
MPK/2000 ファイル変換・表示］（図 4-18）
が表示されます。 
 
 
 建築設備技術者協会の Windows 版
MICRO-PEAK/2000 プログラム用ファイルを
作成します。 
 
 
 
9.1 MPK/2000ファイルに変換   
［入出力メニュー］の“<<2.9 MPK/2000
ファイル変換・表示”で『（1）MPK/2000
ファイル変換』を選択すると［2.9 
MPK/2000 ファイルに変換］（図 4-19）が
表示されます。 
 
 
 
 
 
 
《操作方法》 

名前を付けて保存 ･････ファイル名称をつけて保存ボタンをクリックします。 
同じ名称のファイルが有る場合は確認のメッセージがでます。 

上書き保存･･･････････以前の名称でそのまま保存します。 

図 4  - 17 

図 4  - 18 

図 4  - 19 
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9.2 MPK/2000ファイル表示 
［入出力メニュー］の“<<2.9 MPK/2000
ファイル変換・表示”で『（2）MPK/2000
ファイル表示』を選択すると［2.9 
MPK/2000 ファイルに変換］で変換したが
表示されます（図4-20。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
１０．印刷 
 変換したファイルを印刷します。 
 
 
 
 

図 4  - 20 
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第５章 A 3．MICRO-PEAK/2000計算 
 A1，2．データ入力で作成、変換したデータをもとに負荷計算を行います。 
 
《計算手順》 
［1］ 計算に使用するデータファイルを選択設定 

［入出力メニュー］の“<入出力項目名称”
で『A3．MICRO-PEAK/2000 による計
算』を選択すると表示される［MICRO-
PEAK/2000 のデータの設定と計算］（図 5-
1）で、MICRO-PEAK/2000 の計算用に変
換したデータファイルを“ファイルリス
ト”から選択設定します。 
 
 

 
 
 
 
［2］『計算開始』ボタンを押す 

MICRO-PEAK/2000 が 自 動 起 動 し 、
［MICRO-PEAK 計算］（図 5-2）計算画面
が表示されます。 
 
 

 
 
 
 
［3］MICRO-PEAK『計算実行』ボタンを押す 

 MICRO-PEAK/2000による計算を行いま
す。 
 

 
 
 
［4］MICRO-PEAK『終了』ボタンを押す 

『終了』ボタンを押すと、MICRO-PEAK/ 
2000 の画面が終了し、［終了確認］メッセ
ージ（図 5-3）が表示されるので『ＯＫ』ボ
タンを押す。 
［入出力メニュー］に戻ります。 

 
 

図 5  - 1 

図 5  - 2 

図 5  - 3 
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第６章 B1. 計算結果の集計 
［入出力メニュー］の“<入出力項目名称”で
『B1．計算結果の集計』を選択すると［B1．計
算結果の集計］（図6-1）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［データ集計について］ 

・ MICRO-PEAK データは建築技術者協会の MICRO-PEAK/2000 で入力・計算したデータが必要で
す。 

・ 本プログラムはMICRO-PEAKの計算結果の集計と追加計算のみを行います。 
負荷計算自体は予めMICRO-PEAKで終了させておく必要があります。 

・ 系統は、構成するスペースデータを指定して集計します。 
同じスペースデータがある場合、倍数指定できます。 

・ 熱源は、構成する系統データを指定して集計します。同じ系統データも倍数指定できます。 
 

 
☆印は入力終了確認のマークです。☆があるのを確認して計算結果の画面表示と印刷出力を行ってくださ
い。 
注）１，２，３，４の条件変更を行った場合は『５．負荷集計計算』を再度行う必要があります。 
 

 
 
 
 

図 6  - 1 
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１．データ入力 
1-1. MICRO-PEAKデータセット（データを読込む） 
［B1．計算結果の集計］で『1.1 ﾏｲｸﾛﾋﾟｰｸ
ﾃ゙ ﾀーｾｯﾄ』を選択すると、［1.1 ﾏｲｸﾛﾋﾟｰｸﾃﾞｰ
ﾀｾｯﾄ］（図6-2）が表示されます。 
 
  MICRO-PEAK 計算で以前に名前を付け
て保存したファイルを開きます。 
 
『開く（更新）』をクリック 
 ↓ 
〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
〈フォルダリスト〉でフォルダを選択 
 ↓ 
〈ファイルリスト〉でファイルを選択 
 ↓ 
『開く』が表示されますのでこれをクリックします。 

 
 正しいファイルでない場合はメッセージが出力されますので、再度ファイルの選択してください。 
 データの読み込みを中止する場合は『キャンセル』をクリックします。 
  選択したファイルがMICRO-PEAKファイルの場合、物件内容を自動的に読んで表示します。 
  ただし計算結果ファイルとして以下のファイルが同じフォルダに必要です。 

入力ファイルを*****.Dat とすれば 
ピーク計算結果ファイル ････････････ *****s.csv 
年間計算結果ファイル ･･････････････ *****t.csv 

 
 
 
 
1-2. 建築情報入力 
［B1．計算結果の集計］で『1.2 物件名
称・建築情報入力』を選択すると、［1.2 建
築情報入力］（図6-3）が表示されます。 
 
 
 MICRO-PEAK/2000で入力した項目は自
動的に転写されます。 
  
 ここではそれ以外の項目を必要に応じて
入力します。 
 
 
 

図 6  - 2 

図 6  - 3 
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２．室名称・計算条件入力 
［B1．計算結果の集計］で『2．室名称・計算
条件入力』を選択すると、［2．室名称・計算
条件入力］（図6-4）が表示されます。 
 
《入力項目》 
詳細室名称 ････････室名称入力20文字 
全熱交換効率 ･･････数値入力 
機器選定ファイル出力用外気負荷 

潜熱処理 ･･････項目選択 
 〈１〉 含む（水加湿） 
  〈２〉 不含（蒸気・パン型加湿） 

 
 デフォルトは〈１〉です。 
 
 
《外気負荷潜熱処理について》 
 潜熱を含まない場合は機器選定用ファイル出力で外気負荷に潜熱を含みません｡ 

 
《室番号を指定して設定》 
 開始番号、終了番号と条件を入力して『設定実行』をクリックします。 

 
 MICRO-PEAK/2000 での計算は全熱交換器の効率は無視されていますが、本プログラムは全熱交換器
の効率を考慮した負荷計算を行います。 
 
 
 

３．系統集計データ入力 
［B1．計算結果の集計］で『3．系統集計デー
タ入力』を選択すると、［3．系統集計データ
入力］（図6-5）が表示されます。 
 
 
《入力項目》 
ゾーン名称 ････････ゾーン名称を入力 20

文字 
構成数 ････････････数値入力  
（同一室がある場合） 
 
 スペースデータ x 構成数でゾーン負荷集
計を行います。 
 
 入力できるゾーン数は最大40です。 

 
 

図 3 - 3 

図 6  - 4 

図 6  - 5 
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４．熱源集計データ入力 
［B1．計算結果の集計］で『4．熱源集計デー
タ入力』を選択すると、［4．熱源データ入力］
（図6-6）が表示されます。 
 
《入力項目》 
熱源ゾーン名称 ･････ゾーン名称を入力 20

文字 
構成数 ････････････数値入力 
（同一系統がある場合） 
 
ゾーンデータ x 構成数で熱源負荷集計を行
います。 
 
入力できるゾーン数は最大40です。 
 
 
 

 
５．負荷集計計算 

 
［B1．計算結果の集計］で『5．負荷集計計算』を選択すると、室計算条件、系統集計条件、熱源集計条
件により集計計算を行います。 
 

・全熱交換器の効率を考慮した室負荷の計算 
・スペースデータx構成数でゾーン負荷集計計算 
・ゾーンデータx構成数で熱源負荷集計計算 

 
 
MICRO-PEAKでの計算値 

     ↓ 

スペースデータの計算 
スペースデータを空調系統集計 
 
 空調系統 
  集計 
 
 
 
 
空調系統集計データを熱源集計 
 熱源系統 
  集計 
 
 

 

室負荷＋全熱交換効率０％の外気負荷 

室負荷＋入力した全熱交換効率での外気負荷 

× ｎ11 スペースデータＡ 

× ｎ12 スペースデータＢ 

× ｎ1x スペースデータｘ 

× ｎ21 空調系統集計データＡ 

× ｎ22 空調系統集計データＢ 

系統Ａ 

× ｎ2x 空調系統集計データｘ 
熱源Ａ 

図 6  - 6 
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６．室負荷値表示 
［B1．計算結果の集計］で『6．室負荷表示』
を選択すると、［室負荷値表示］（図 6-7）が表
示されます。 
 
 
《表示内容》 
・室内負荷顕熱 
・室内負荷潜熱 
・外気負荷顕熱 
・外気負荷潜熱 
・室内＋外気負荷顕熱 
・室内＋外気負荷潜熱 

 
 
 
《負荷値の取り扱い》 
・冷却負荷 ･････ 冷却除湿が正とします 
・暖房負荷 ･････ 加熱加湿が負とします 

 
 
 
《グラフ表示》の手順 
［6．室負荷値表示］で『グラフ表示』をク
リックすると、《負荷グラフ》（図 6-8）が表
示されます。 
 
 
リストから表示する室と月を選択 
 上段 ･････ 冷房負荷 
 下段 ･････ 暖房負荷 

 
 
 
 

図 6  - 7 

図 6  - 8 
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《ファイル出力》の手順 
［6．室負荷値表示］で『画面表示内容ファ
イル出力』をクリックすると、《ファイル出
力》（図6-9）が表示されます。 
 

 『ファイル出力』をクリック 
 ↓ 
 〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
 〈フォルダリスト〉でフォルダを選択 
 ↓ 
 〈ファイルリスト〉でファイルを参照 
 ↓ 
 「ファイル名称」でフルパスで名称入力 
 ↓ 
 『ファイル出力開始』 をクリック 
 
 
 
 図の例では“C:¥Tdc_w¥Mpk_lc¥project”に“室負荷.csv”というファイルができます。 
 すでに同名のファイルが存在する場合は、［上書き確認］メッセージが表示されますので、上書きする
場合は『ＯＫ』を、別ファイルとして保存する場合は『キャンセル』を選択した後、ファイル名称を変更
してください。 
 
〈ファイル出力内容〉 

室名称、室面積（m2）、天井高（m）、室容積（m3） 
外気量室合計（m3/h）、外気量（m3/h人）、外気量（m3/h） 
照明（W/m2）、照明（kW）、人員（人/m2）、人員（人）、機器SH（W）、機器LH（W） 
 
時刻、外気DB、外気RH（%）、室内負荷SH（＋）、室内負荷SH（－）、室内負荷LH（＋）、 
室内負荷LH（－）、外気負荷SH（＋）、外気負荷SH（－）、外気負荷LH（＋）、 
外気負荷LH（－）、［室内＋外気］TH（＋）、最大負荷時刻、［室内＋外気］TH（－）、 
最大負荷時刻、加湿量 

 
 
 
 

図 6  - 9 
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７．系統負荷値表示 
［B1．計算結果の集計］で『7．系統集計負荷
表示』を選択すると、［7．系統集計負荷値表
示］（図6-10）が表示されます。 
 
 
《表示内容》 
・室内負荷顕熱 
・室内負荷潜熱 
・外気負荷顕熱 
・外気負荷潜熱 
・室内＋外気負荷顕熱 
・室内＋外気負荷潜熱 

 
 
 
《負荷値の取り扱い》 
冷却負荷 ･････ 冷却除湿が正とします 
暖房負荷 ･････ 加熱加湿が負とします 

 
 
 
《グラフ表示》、《ファイル出力》の手順は６．室負荷値表示を参照してください。 
 ファイル出力では“系統集計.csv”というファイルができます。 
 
 
 
〈ファイル出力内容〉系統集計.csv 

系統集計負荷値、系統名称 
 
時刻、外気DB、外気RH（%）、室内負荷SH（＋）、室内負荷SH（－）、室内負荷LH（＋）、 
室内負荷LH（－）、外気負荷SH（＋）、外気負荷SH（－）、外気負荷LH（＋）、 
外気負荷LH（－）、［室内＋外気］TH（＋）、最大負荷時刻、［室内＋外気］TH（－）、 
最大負荷時刻、加湿量 

 
 
 
 
 

図 6  - 10 
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８．系統内訳一覧表示 
［B1．計算結果の集計］で『8．系統内訳表
示』を選択すると、［8．系統内訳一覧表示］
（図6-11）が表示されます。 
［8．系統内訳一覧表示］では、ゾーンを構成
する室負荷の内訳を表示します。 
 
 
《表示負荷値について》 
・ 室負荷は1室単位のピーク 
・ 系統集計は系統に属する全室の負荷合計

のピーク 
 
 
 
 
《ファイル出力》の手順は６．室負荷値表示を参照してください。 
『画面表示内容ファイル出力』では“系統内訳.csv”というファイルが、『機器選定ファイル出力（SH、
TH）』では“FCU 計算 1.csv”、『機器選定ファイル出力（TH）』では“PAC 計算 1.csv”、というファイ
ルができます。 
 
 
 
〈ファイル出力内容〉系統内訳.csv 

系統名称 
室名称、面積、スペース数、室内負荷SH（＋）、室内負荷SH（－）、室内負荷LH（＋）、 
室内負荷LH（－）、外気負荷SH（＋）、外気負荷SH（－）、外気負荷LH（＋）、 
外気負荷LH（－）、［室内＋外気］TH（＋）、最大時刻、［室内＋外気］TH（－）、最大時刻、 
加湿量、最大時刻 
 

〈ファイル出力内容〉FCU計算1.csv 
系統名称 
室名称、冷暖区分、室内負荷SH、室内負荷TH、外気負荷SH、外気負荷TH、全負荷SH、 
全負荷TH 
 

〈ファイル出力内容〉PAC計算1.csv 
系統名称 
室名称、冷暖区分、室内負荷TH、外気負荷TH、全負荷TH 
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９．熱源集計負荷値表示 
［B1．計算結果の集計］で『9．熱源集計負荷
表示』を選択すると、［9．熱源集計負荷値表
示］（図6-12）が表示されます。 
 
 
 
《表示内容》 
・室内負荷顕熱 
・室内負荷潜熱 
・外気負荷顕熱 
・外気負荷潜熱 
・室内＋外気負荷顕熱 
・室内＋外気負荷潜熱 

 
 
 
《負荷値の取り扱い》 
冷却負荷 ･････ 冷却除湿が正とします 
暖房負荷 ･････ 加熱加湿が負とします 

 
 
 

《グラフ表示》、《ファイル出力》の手順は６．室負荷値表示を参照してください。 
 ファイル出力では“熱源集計.csv”というファイルができます。 
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10．熱源内訳一覧表示 
［B1．計算結果の集計］で『10．熱源内訳表
示』を選択すると、［10．熱源内訳一覧表示］
（図6-13）が表示されます。 
［10．系統内訳一覧表示］では、ゾーンを構
成する室負荷の内訳を表示します。 
 
 
 
《表示負荷値について]》 
・系統負荷は1系統単位のピーク 
・熱源集計はその系に属する全系統の負荷
合計のピーク 

 
 
 
 
《グラフ表示》、《ファイル出力》の手順は６．室負荷値表示を参照してください。 
『画面表示内容ファイル出力』では“熱源内訳.csv”というファイルが、『機器選定ファイル出力（SH、
TH）』では“FCU 計算 2.csv”、『機器選定ファイル出力（TH）』では“PAC 計算 2.csv”、というファイ
ルができます。 
 
 
 
〈ファイル出力内容〉系統内訳.csv 

系統名称 
室名称、面積、スペース数、室内負荷SH（＋）、室内負荷SH（－）、室内負荷LH（＋）、 
室内負荷LH（－）、外気負荷SH（＋）、外気負荷SH（－）、外気負荷LH（＋）、 
外気負荷LH（－）、［室内＋外気］TH（＋）、最大時刻、［室内＋外気］TH（－）、最大時刻、 
加湿量、最大時刻 
 

〈ファイル出力内容〉 FCU計算1.csv 
熱源名称 
系統名称、冷暖区分、室内負荷SH、室内負荷TH、外気負荷SH、外気負荷TH、全負荷SH、 
全負荷TH 
 

〈ファイル出力内容〉 PAC計算1.csv 
熱源名称 
系統名称、冷暖区分、室内負荷TH、外気負荷TH、全負荷TH 
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11．印刷出力 
［B1．計算結果の集計］で『11．印刷出力』
を選択すると、［11．印刷］（図 6-14）が表示
されます。 
 
 
《入力手順》 
・ 印刷する項目内容と印刷の有無を設定し
た後、印刷開始します 

・ 印刷有りでも、印刷項目の設定が無けれ
ば印刷無しとなります。 

 
 
 
 
 
 
《印刷範囲の設定》 
・ 印刷する室、系統をチェックします。 
・ 印刷する月をチェックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《表紙印刷》 
以下の項目を入力します。 
・会社名称 
・サブタイトル 
・日付 

 
 印刷開始で表紙を印刷します。 

 
 
 
 

図 6  - 14 

図 6  - 15 

図 6  - 16 



- 42 - 

第７章 マスターデータメンテナンス 
［起動メニュー］で『マスターデータメンテナン
ス』を選択すると［マスターデータメンテナン
ス］（図7-1）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．外壁・内壁データ 
［マスターデータメンテナンス］で『1．外
壁・内壁データ』を選択すると［1．外壁・内
壁部材データ］（図7-2）が表示されます。 
 
 
・ 外壁の場合は室内の仕上げ材から外装仕上
げ材の順に入力 

・ 内壁の場合は室内の仕上げ材から隣室の順
に入力 

・ 床の場合は床仕上げ材から下階天井材の順
に入力 

・ 天井の場合は天井仕上げ材から上階床材の
順に入力 

・ 空気層91、92 の場合は材料番号のみ入力し
ます 

・ 仕上げ材料途中に空白部分が有っても OK
です 
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２．隣室温度差 
［マスターデータメンテナンス］で『2．隣室
温度差』を選択すると［2．隣室温度差］（図
7-3）が表示されます。 
 
 
〈温度計算式〉 
隣室温が自室温と等温の場合： a＝0 
隣室温が外気温と自室温との中間の場合： 

 0＜a＜100 
隣室温が外気温と自室温との 

中央値の場合： 
 a＝50 

隣室温が外気温度と等しい場合： a＝100 
隣室温がt℃で一定の場合： a＝200＋t 
とします。 

 
新規作成時にここでの入力値が初期設定されます。 

 
 
 
 
３．日スケジュール 
［マスターデータメンテナンス］で『3．日ス
ケジュール』を選択すると［3．日スケジュー
ル］（図7-4）が表示されます。 
 
 
・ 人員、照明、機器のスケジュールを入力し
ます。 

 
 

9:00-11:00   100%  
12:00        50%  
13:00-17:00  100% 
の場合の入力は 
 

 時刻1／比率1 時刻2／ 比率2 時刻3／比率3  時刻4／比率3 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 9 12 13 17  
 100 50 100  
--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
  新規作成時にここでの入力値が初期設定されます。 
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４．年スケジュール 
［マスターデータメンテナンス］で『4．年ス
ケジュール』を選択すると［4．年スケジュー
ル］（図7-5）が表示されます。 
 
 
 
月によって、日スケジュールが異なる場合
は日スケジュールを使って年スケジュール
を作成します。 
 
 
 新規作成時にここでの入力値が初期設定さ
れます。 

 
 
 
 
５．運転条件 
［マスターデータメンテナンス］で『5．運転
条件』を選択すると［3．運転条件］（図 7-6）
が表示されます。 
 
 
運転条件を入力します。 
新規作成時にここでの入力値が 
初期設定されます。 
デフォルト値は 
室使用開始 ９時 
使用終了 １８時 
運転終了 １８時 
冷房開始 ９時 
予冷終了 ９時 
暖房開始 ８時 
予熱終了 ９時 
中間期開始 ９時 
冷房条件 26℃50% 
暖房条件 22℃40% 
中間期条件 24℃45% 
年間条件 1月暖房 2月暖房 3月暖房 4月中間期 5月中間期 6月冷房 
年間条件 7月冷房 8月冷房 9月冷房 10月中間期 11月中間期 12月暖房 
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６．室内条件 
［マスターデータメンテナンス］で『6．室内
条件』を選択すると［6．室内条件］（図 7-7）
が表示されます。 
 
 
 室内条件をまとめてタイプ別に室内設計条
件を作成します。 
 新規作成時にここでの入力値が初期設定さ
れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．工事種類・建築構造名称 
［マスターデータメンテナンス］で『7．工事
種類・構造名称』を選択すると［7．工事種
類・建築構造名称］（図 7-8）が表示されま
す。 
 
 
 工事種類・建築構造名称を入力します。 
［B1．計算結果の集計 1.2 建築情報入力］
で設定内容が表示されます。 
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８．建築材料 
［マスターデータメンテナンス］で『8．建築
材料』を選択すると［8．材料データ］（図 7-
9）が表示されます。 
 
 
 材料名称、熱伝導率、熱容量の入力を行う
と、 MICRO-PEAK/2000 プログラムの
MPDATA0.dat の内容を書き換え、これ以降  
負荷計算においては書き換えたデータで  
計算が行われます。 
マスターデータ設定ボタンを押すと材料デー
タは全て MICRO-PEAK/2000 のオリジナル
データ MPDATA1.dat の内容に再設定されま
す。 

 
 
 
 
 
 
９．ガラス 
［マスターデータメンテナンス］で『9．ガラ
ス』を選択すると［9．ガラスデータ］（図 7-
10）が表示されます。 
 
 
 ガラス名称、SCR、SCC、熱貫流抵抗の入
力を行うと、MICRO-PEAK/2000 プログラム
の MPDATA0.dat の内容を書き換え、これ以
降負荷計算においては書き換えたデータで計
算が行われます。 
 マスターデータ設定ボタンを押すとガラス
データは全て MICRO-PEAK/2000 のオリジ
ナルデータ MPDATA1.dat の内容に再設定さ
れます。 
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 10．印刷 
［マスターデータメンテナンス］で『11．印
刷』を選択すると［11．印刷］（図 7-11）が表
示されます。 
 
 
《印刷手順》 
・ 印刷する項目内容と印刷の有無を設定し
た後、印刷開始します 

・ 印刷有りでも、印刷項目の設定が無けれ
ば印刷無しとなります。 
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第８章 システムユーティリィテイー.  
［起動メニュー］で『システムユーティリティ
ー』を選択すると、［システムユーティリティー］
（図8-1）が表示されます。 
 特別の場合を除いて、変更する必要はありませ
ん。 
 
《ドライブ環境設定》 
マスターデータが作動するドライブ及びフ
ォルダを設定します。 

《印刷環境設定》 
印刷時のフォントと余白を設定します。 

 
 
 
 
１．ドライブ環境設定 
［システムユーティリティー］で『１．ドラ
イブ環境設定』を選択すると［１．ドライブ
環境設定］（図8-2）が表示されます。 
 
 
・ マスターデータをクリックすると、図 8-2
が表示されます。 
変更後のドライブ、フォルダを入力しま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２．印刷環境設定 
［Ｂ．システムユーティリティー］で『２．
印刷環境設定』を選択すると［２．印刷環境
設定］（図8-3）が表示されます。 
 
 
 プログラムをセットアップ時に印刷環境は
自動的にセットされます。 
 変更したい場合はリストから選択します。 
 余白は数値を直接入力します。 
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